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3 レバー操作

2 穿刺

本体を上図のように持ち、 あらかじめマーキングされた部位に、 
両方の導入針を垂直に穿刺します。

片手で持つ場合 両手で持つ場合

レバーを下のSTOP（図のSTOP）の位置まで下げると、 結紮糸
導入針の直下にループが開き、 結紮糸がループに入ります。

下の STOP

上の STOP

① レバーを下げると
　 ループが出て糸が入る 上の STOP

下の STOP

結紮糸が確実にループに入ったことを内視鏡で確認した後、 
レバーを上のS TO P（図のS TO P）の位置まで戻していくと、 
ループが閉じ、 結紮糸はループで把持された状態になります。

② レバーを上げると
　 ループが閉じる

レバー

上のSTOPの位置でレバーを把持し、 ループが結紮糸を確実に
把持していることを確認しながら、 胃壁導入針を静かに体外へ
抜去し、結紮糸を体外へ誘導します。

20cm程度

③ レバーを把持しながら
　 糸を体外へ引き出す
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1 準備

① スライディングプレートを針先端から1個目と2個目の位置
マークの間にセットします（針先端から1～2cmの間）。

位置マーク

スライディングプレート

② 結紮糸導入針の先端から出ている結紮糸を結紮糸導入針の
針先端部分（アゴ部分）に合わせます。

アゴ

針先端側 ⇄ 手元側

この部分の
結紮糸で調節します

ここでレバーを固定
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糸を体外へ引き出す際は、
必ず、 レバーを手で固定して行ってください！

レバーの固定を
忘れずに！

一般的名称 ：スーチャーアンカ
販売名 ：胃壁固定具 S
医療機器認証番号 ：226AABZX00027000
クラス分類 ：Ⅱ 管理医療機器

4 糸をカットし、 結ぶ

2本の結紮糸を同時にカットし、 体外に出ている結紮糸を結紮
します。

5 ループから糸を外す

レバーを本体中央部まで下げ、 ループを完全に開いた状態にし、 
ループから結紮糸を外します。

本体中央部 先端部

③ レバーをRESET位置に戻してから穿刺を開始します。

この部分の
結紮糸で調節します

②  １  準備の操作と同様に、 結紮糸導入針の先端から出ている
結紮糸を結紮糸導入針の針先端部分（アゴ部分）に合わせます。

アゴ

針先端側 ⇄ 手元側

3 レバー操作での注意点

20cm程度

レバーの固定をせずに
糸を体外へ引き出して
しまうと糸がループから
外れてしまいます。

レバーを過度に上げる
と、糸やループが切れて
しまいます。

2回目以降の穿刺6
位置マーク

スライディングプレート

①  １  準備の操作と同様に、 スライディングプレートを針先端から
1個目と2個目の位置マークの間にセットします（針先端から1～
2cmの間）。
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